
うすき石仏ねっと（大分県臼杵市）
～安心・安全なまちづくり～

市内のケーブルテレビのネット網を用いて各施設と閉域で接続したＩＣＴネットワー

クで、病院、診療所、歯科診療所、訪問看護ステーション、調剤薬局、介護施設、居宅

介護支援事業所、消防署などの参加施設の間で病気、薬、検査結果などの情報を共有す

るシステムです。

担当 保険健康課

取組概要 人口 ３８，２３１人（R2.1.1現在）

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

＜臼杵市医師会などとの会議風景＞
テーマ：「大規模災害時の活用方法」
大分県中部保健所、消防署、福祉、
防災、電算担当も出席。

＜うすき石仏ねっとのイメージ図＞

取組の効果

創意・工夫した点 他団体へのアドバイス

〇市民の加入率

（2人に1人）

〇施設の参加率

（約９７％）

〇病気の早期発見・重症化予防

〇救急時（適切な初期対応）

〇地域包括ケアシステムの一助

など

安心・安全な

まちづくり

〇情熱を持ったキーパーソンの存在

〇医療・介護関係者が顔を合わせる機会

を持つこと。

〇医師会と行政が連携していること。

〇地域包括ケアシステムのツールとして

活用すること。

〇安心・安全なまちづくりにつながる

取組みです。

〇ＩＣＴの分野においても、「人」に

よるところが大きいです。

〇健康づくりに対する市民の意識（理

解）も大切です。

医師会 中部保健所

保険健康課 防災 消防署など

高い！全国でも珍しい！

〇市民の

健康意識

〇周囲の協力


